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品質評価は,硬度,精度,酸度について,経時的調査

を行うとともに,新庄市内の製菓店に果実を供給し,市

場性を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)定 植時期と収量 (図 1,表 1)

a当たり秀品収量で 200kg以上を示した区は,両品種

とも「4月 下旬区」,「5月 上旬区」であつた。「4月 下旬

区」の収穫果数のビークは 8月 であつたが,商品割合が

著しく低下した。これは高温条件下にあったことによる。

一方,「 5月 上旬区」の収穫果のピークは,高温後の9月

であった。このため,「4月 下旬区」は,収穫開始が早か

ったが,収穫ピーク時の商品害1合の低下により,「 5月 上

旬区Jよ りも総秀品収量が劣った。ただし,定植時期の

前進化により高収量になる試験例もあり ",年次間差が

大きいと考えられる。「5月 下旬区」は,外品を含め収穫

個数が少ないため,本作型による秀品 200kノ aの確保は

難しく,株養成技術の検討等が必要と思われる。また,

本試験では夏季冷涼な中山問地地域でも高温期の品質低

下が著しく,安定した収量を得るためには,耐暑性に優

れた栽培法の開発が必要である。

(2)品 種と品質 (図 2,図 3,表 2)

商品階級は,3品種とも 30玉～36玉が中心で,「ペチ

カJはやや大玉傾向であった。果実硬度は,「エッチエス

138Jで高く,日持ち性に優れた。一方,「ペチカ」,「エ

ランJは,貫入応力 200～ 300g水準の果実で収穫後の荷

傷みが観察され,7～8月 の果実は日持ち性が劣った。糖

度は総じて「ベチカ」が高く,「エッチエス 138」 ,「エラ

ンJは同水準であった。酸度は「エランJが高く,「ペチ

カJと「エッチエス 138」 は同水準であった。

製菓子店による品質評価は,店舗に供給されるカルフ

ォルニア産の輸入イテゴを基準に比較険討が実施された。

この結果,「ペチカ」は甘味が高く食味が優れる点,「エ

ッチエス 138」 は形状と肉質が優れる点で,輸入イチゴ

より高い評価であつた。一方,「エラン」は形状が劣り,

甘味が少ない点で輸入イチゴと同等の評価であった。

1は じ め に

国内のいちご生産は夏秋期が端境期となっている。近

年,長 日高温条件下においても花芽分化が容易な四季成

り性品種が開発され,夏期冷涼な中山間地域を活用した

夏秋どり栽培に期待が高まっている。そこで,無加温ハ

ウスを利用した春植え夏秋どり栽培の定植時期と品種に

ついて検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験 1 定植時期の検討

1)試験区の構成と目標収量

供試品種は,「ペチカ」,「エッチエス 138」 で,冷蔵苗

を 30日 育苗した株について,定植時期を「4月 下旬区J

(4月 26日 定植),「 5月 上旬区」(5月 10日 定植),「 5

月下旬区」(5月 24日 )の 3区とした。目標収量は秀品

収量で 200kg/a以上とした。

2)栽培概要

2004年 3月 25日 ,4月 9日 ,4月 22日 に冷蔵苗を 9cm

ポリポット (培養土 :ピートモス籾殻配合)に仮植し,

それぞれ約 30日 間育苗した。育苗時の最低温度は 15℃

とした。定植は,無加温ハウスに行い,うね幅 135m,

株間 20cm,2条植えの土耕栽培とした (740株 /a)。 基

肥は,各区とも a当 たり窒素成分で 1 5kgと し,追肥は,

定植 1ケ 月後から約 7日 間隔に a当 たり窒素成分 03～

0 4kgを行った。株養成管理は,育苗時から定植後 lヶ

月間に発生した花房を除去し,定植 lヶ 月後から2ヶ 月

後までに発生した花房は,1花房 8個を基準に摘花管理

を行つた。腋芽数は最大 4芽で管理した。遮光は,6月

14日 から行い,遮光率は約 40%と した。

(2)試験 2 品種の評価

供試品種は,「ペチカJ,「エッチエスー138J,「エラン」

とし,「ペチカJ,「エッチエス 138Jは 30日育苗した株,

「エラン」は播種後 80日 育苗した株について 5月 10日

に定植した。栽培概要については試験 1に準ずる。
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市販品種 (「ペチカJ「エッチエス 138J)の 冷蔵苗を

導入 し,約 30日 育苗後,無加温ハ ウスを利用 し春値え夏

秋 どり栽培をする場合,4月 下旬から 5月 上旬を定植期

とすることで,秀品収量が a当 たり200kg以 上となり,

高収益が期待される。地元製菓子店では,国内産の四季

成 り性イチゴの評価は高く,「 ペチカ」は,夏秋期でも糖

度が高く食味に優れること,「エッチエス 138Jは ,果実

表 1 各定植区における月別の収穫果数 と商品,秀品割合

6月          7月          8月           9月           10月          11月
定植期 品種   収穫●商品"秀 品° 収積 商品 秀品 収積 商品 秀品 収積 商品 秀昴 収模 商品 秀品 収穫 商品 秀品

硬度が高いこと等で輸入イチゴと差別化が可能と思われ

高需要が期待できる。
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図 1各定植区における秀品収量の月別値 と累積値

品 種

表 2各品種の商品階級割合と平均 1果重 (5月 上旬定植 )
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図 2各品種の果実品質の推移 (5月 上旬定植)
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図 3製薬店 M店の評価


